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呼吸器外科後期研修プログラム 

 

Ⅰ．研修内容                                           

（１）1年次 

・胸部の聴診、触診 

・画像の読み方（胸部レントゲン、CT、MRI など） 

・気管支鏡の操作 

・右心カテーテル、肺血管造影 

・胸腔穿刺 

・胸腔ドレナージのチューブ挿入、抜去、ドレーンの管理 

・胸部手術の周術期の管理全般 

・術後合併症の理解 

・切除臓器の標本作成 

 手術においては、通常の開胸・閉胸及び胸腔鏡下の気胸の手術を指導医の元で執刀する。 

全身麻酔（分離換気含む）の習熟のため、麻酔科を 3ヶ月ローテートする。 

（２）2年次 

1 年次に学んだ診断、検査、処置の理解をさらに深め、習熟する。あるものは単独で施行

できるようになる。手術においては、肺部分切除を指導医の元で執刀する。 

（３）3年次 

呼吸器外科全般の診断、検査、処置を単独で施行できるようになる。手術においては、 

   縦隔腫瘍、肺葉切除を指導医の元で執刀する。 

  ただし、この 3年間の中で外科専門医資格取得と、外科医としての幅広い知識、経験を得

るため、一般外科、小児外科、心臓血管外科を一定期間ローテートする。 

3 年次終了の時点では、呼吸器外科に関する処置及び簡単な手術を単独で行い、肺癌手術

（肺葉切除）を指導医のもとで執刀できるようになることが目標である。 
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Ⅱ．週間スケジュール                                      

月：午前、午後とも手術。 

火：午後から手術。夕方、翌週の手術の術前カンファレンス。 

水：午後から気管支鏡。夕方、部長回診。 

木：午前、午後とも手術。 

金：17時から呼吸器内科との合同カンファレンス。 
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